

　

　
　



飛行機と新幹線、どちらでも行ける函館



ス
ポ
ー
ツ
教
育
を
支
援

高
校
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
日本旅行

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
が
人
気

阪
急
交
通
社
　
予
約
は
２
倍
弱
に

関
西
歴
史「
奈
良
の
旅
」

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
国
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月から

ＡＮＴＡ

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
定
期
研
修

オ
ン
ラ
イ
ン
と
都
内
で

ＤＣ見据え、秋冬に拡大
「ビューティー」北陸キャンペーン

ＪＲ３社と北陸三県誘客協

中
国
人
向
け
両
替
で

日
旅
な
ど
と
提
携

Ｊ
Ｆ
Ｓ

ボ
ル
ネ
オ
の
動
植
物

守
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

日
本
旅
行
が
実
施

香
川
伝
統
工
芸
職
人
と

ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
共
創

Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ど
イ
ベ
ン
ト

「
キ
テ
ィ
は
る
か
」で

岡
山
県
へ
ツ
ア
ー

Ｊ
Ｒ
西
、日
旅

　
９
月
に
入
り
、
久
し
ぶ
り
に

週
末
に
函
館
へ
向
か
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
旅
行
で
も
訪
れ
る
機
会
が

多
か
っ
た
函
館
で
あ
る
が
、
最

近
で
は
ホ
テ
ル
の
朝
食
を
競
い

合
っ
て
お
り
、
函
館
の
ベ
イ
エ

リ
ア
に
あ
る
「
ラ
ビ
ス
タ
函
館

ベ
イ
」
「
函
館
国
際
ホ
テ
ル
」

「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
マ
リ
ー
ナ
函

館
」
の
人
気
３
ホ
テ
ル
に
加
え

て
、
今
年
５
月
に
は
ラ
ビ
ス
タ

函
館
ベ
イ
の
別
棟
の
「
ラ
ビ
ス

タ
函
館
ベ
イ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
」
が

開
業
す
る
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
で
私
自
身
が
注
目
し
て
い

る
場
所
で
あ
る
。

　
首
都
圏
か
ら
函
館
へ
向
か
う

場
合
に
お
い
て
、
飛
行
機
と
新

幹
線
、
ど
ち
ら
で
も
行
く
こ
と

が
で
き
る
の
も
魅
力
で
、
飛
行

機
の
場
合
は
羽
田
空
港
か
ら
約

１
時
間

分
の
フ
ラ
イ
ト
で
函

館
空
港
に
到
着
し
、
函
館
空
港

か
ら
は
函
館
駅
ま
で
バ
ス
で
約


分
と
い
う
近
さ
で
あ
る
。
飛

行
機
も
Ａ
Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
（
Ａ
Ｎ
Ａ
と
の
コ
ー

ド
シ
ェ
ア
便
）
の
３
社
が
合
計

１
日
８
往
復
飛
ん
で
お
り
、
新

千
歳
空
港
よ
り
も
手
前
に
位
置

し
、
発
着
便
数
も
多
く
な
い
こ

と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
着
陸
が
可

能
で
、利
便
性
は
と
て
も
高
い
。

　
ま
た
北
海
道
新
幹
線
が
２
０

１
６
年
３
月
に
新
函
館
北
斗
ま

で
開
業
し
た
こ
と
で
、
東
京
駅

か
ら
新
函
館
北
斗
駅
ま
で
最
速

で
４
時
間
弱
、
新
函
館
北
斗
駅

か
ら
函
館
駅
ま
で
「
は
こ
だ
て

ラ
イ
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
お

お
む
ね
４
時
間
半
程
度
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
。

　
所
要
時
間
だ
け
見
る
と
飛
行

機
の
方
が
早
い
が
、
飛
行
機
が

苦
手
な
人
や
強
風
や
大
雪
、
視

界
不
良
な
ど
で
函
館
空
港
が
閉

鎖
さ
れ
た
際
に
運
休
リ
ス
ク
が

低
い
新
幹
線
が
走
っ
て
い
る
こ

と
の
意
味
は
大
き
く
、
飛
行
機

と
新
幹
線
の
好
き
な
方
を
選
べ

る
の
は
、
リ
ス
ク
の
少
な
い
旅

行
が
可
能
な
場
所
で
あ
る
。

　
唯
一
不
便
と
感
じ
る
の
が
、

函
館
空
港
か
ら
飛
行
機
で
羽
田

空
港
へ
戻
る
際
、
午
後
以
降
に

帰
る
場
合
は
問
題
な
い
が
、
朝

戻
っ
て
そ
の
ま
ま
仕
事
の
時
で

あ
る
。
現
在
は
朝
の
始
発
便
の

出
発
が
午
前
９
時

分
発
で
羽

田
空
港
到
着
は

時

分
に
な

っ
て
い
る
。
都
内
で
仕
事
が
あ

る
場
合
で
も
朝
移
動
だ
と
昼
か

ら
し
か
動
け
な
い
点
だ
。

　
始
発
の
北
海
道
新
幹
線
は
新

函
館
北
斗
駅
６
時

分
に
発
車

し
、
東
京
駅
に
到
着
す
る
の
は


時

分
に
な
っ
て
し
ま
う
。

同
じ
北
海
道
で
も
新
千
歳
空
港

だ
と
朝
７
時

分
発
の
便
が
あ

り
、
羽
田
空
港
に
９
時

分
着

で
あ
り
、
早
け
れ
ば

時
過
ぎ

か
ら
都
内
で
動
け
る
の
だ
。

　
羽
田

函
館
線
に
つ
い
て

は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
、
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｄ
Ｏ
の
３
社
共
に
函
館
空
港

に
ナ
イ
ト
ス
テ
イ（
夜
間
駐
機
）

を
し
て
お
ら
ず
、
函
館
発
の
始

発
便
も
羽
田
か
ら
の
折
り
返
し

便
と
な
っ
て
い
る
。
函
館
空
港

の
運
用
時
間
は
朝
７
時
半
と
な

っ
て
お
り
、
８
時
前
に
始
発
便

が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
東
京
と
の

利
便
性
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
函
館
へ
の

利
便
性
は
高
く
、
今
年
は
函
館

に
お
出
か
け
に
な
っ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）
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日
本
旅
行
は
９
月
、
全
国

の
高
校
向
け
に
、
ス
ポ
ー
ツ

教
育
に
お
け
る
探
究
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
提
供
を
始
め
た
。
ス

ポ
ー
ツ
教
育
を
手
掛
け
る
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ

　
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

（
本
社
＝
東
京
都
港
区
）
と

協
業
し
た
。

　
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

ｓ
　
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ

ｙ
の
「
Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
Ｅ
ｄ

Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ
」
。
ス

ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
を
「
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
の
観
点
か
ら
図

る
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
は
サ
イ
エ
ン

ス
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
頭
文

字
を
合
わ
せ
た
造
語
。
児
童

・
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
と
と
も
に
、
異
な
る
学
問

分
野
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
総

合
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た

め
に
必
要
な
能
力
を
身
に
付

け
る
。

　
日
本
旅
行
は
こ
れ
ま
で
、

学
校
・
教
育
関
係
者
向
け
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

学
習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
宇
宙

関
連
事
業
を
題
材
と
し
た
旅

行
業
の
枠
を
超
え
た
教
育
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
を
進
め

て
き
た
。
今
回
の
事
業
に
よ

り
、
学
生
の
「
新
た
な
学
び

の
場
」
の
さ
ら
な
る
創
出
を

目
指
す
。

　
決
済
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

軸
に
事
業
開
発
を
行
う
Ｊ
Ｆ

Ｓ
（
東
京
都
港
区
、
陳
清
揚

代
表
）は
今
月
、日
本
旅
行
、

京
都
駅
ビ
ル
、
ト
リ
ッ
プ
ド

ッ
ト
コ
ム
・
グ
ル
ー
プ
、
み

ず
ほ
銀
行
と
訪
日
中
国
人
向

け
外
貨
両
替
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
戦
略
提
携
を
始
め
た
。

第
１
弾
と
し
て

日
、
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
構
内
の
日
本
旅
行
Ｔ

ｉ
Ｓ
京
都
支
店
に
外
貨
両
替

所
を
開
設
し
た
。

　
近
年
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
が
進
む
一
方
で
、
地
方
で

は
現
金
払
い
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

外
貨
両
替
サ
ー
ビ
ス
に
着

目
。
ト
リ
ッ
プ
ド
ッ
ト
コ
ム

ユ
ー
ザ
ー
の
訪
日
中
国
人
ら

に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
。

　
両
替
所
は
来
年
度
中
に
空

港
や
新
幹
線
駅
を
中
心
に


店
舗
の
開
設
を
目
指
す
。

キャンペーンロゴ

　
日
本
旅
行
は
１
日
、
ボ
ル

ネ
オ
島
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
の

自
然
保
護
を
目
的
と
し
た
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
を
Ｔ
ⅰ
Ｓ
大
阪

支
店
で
始
め
た
。
店
舗
に
設

置
し
て
い
る
ガ
チ
ャ
ポ
ン
で

葉
っ
ぱ
シ
ー
ル
１
枚
と
缶
バ

ッ
ジ
を
１
０
０
円
で
購
入
す

る
と
、
同
島
の
熱
帯
雨
林
の

保
護
、
生
物
多
様
性
の
保
全

活
動
費
用
に
全
額
寄
付
さ
れ

る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

と
の
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
一
環
。

　
ボ
ル
ネ
オ
島
は
世
界
有
数

の
生
物
多
様
性
を
誇
る
熱
帯

雨
林
が
特
徴
だ
が
、
１
９
６

０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
森
林

伐
採
や
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開

発
の
影
響
で
熱
帯
雨
林
の
面

積
は
約
３
分
の
１
に
減
少
。

住
処
を
奪
わ
れ
た
野
生
生
物

の
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は
今
月
中

旬
か
ら
ほ
か
の
関
西
、
九
州

な
ど
の
一
部
店
舗
で
も
順
次

始
め
る
。

　
日
本
旅
行
は
同
島
を
訪
れ

る
対
象
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

と
、
１
人
５
０
０
円
が
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ル
ネ
オ
保
全

ト
ラ
ス
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
活

動
へ
寄
付
で
き
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
付
き
ツ
ア
ー
を
実
施

中
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
国
内
旅
行
活
性

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
日
本
の

旬
」
を

月
１
日
か
ら
来
年

３
月

日
ま
で
実
施
す
る
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
豊
か
な
自
然
や

地
域
に
根
付
い
た
文
化
を
生

か
し
た
新
た
な
旅
行
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
地
域
に
訪
れ
る
き

っ
か
け
を
創
出
し
て
い
く
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
は
、
旅
行
を
通
じ
て

自
分
自
身
の
変
化
や
視
野
の

拡
大
、
学
び
な
ど
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
「
自
然
」

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
「
文

化
体
験
」
の
う
ち
二
つ
以
上

の
要
素
で
構
成
さ
れ
る
旅

行
。
今
年
は
世
界
の
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
関
係
者

が
集
う
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー

ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
（
Ａ
Ｔ
Ｗ

Ｓ
）
」
が
北
海
道
で
９
月


～

日
に
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
日
本
で
の
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
盛
り
上

が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
旬
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
「
自
分

の
人
生
を
豊
か
に
す
る
時
間

を
過
ご
す
旅
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
「
自
分
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
時
間
を
過
ご
す

旅
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

し
て
展
開
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、

旅
先
の
地
域
を
深
く
知
り
、

そ
の
土
地
に
暮
ら
す
人
々
と

の
交
流
を
生
み
出
し
、
初
め

て
の
体
験
や
挑
戦
を
す
る
こ

と
で
、
人
生
が
豊
か
に
な
り

自
分
が
変
わ
る
き
っ
か
け
と

な
る
旅
行
を
提
供
す
る
。

　
個
人
旅
行
で
は
、
人
気
エ

リ
ア
上
高
地
や
初
心
者
で
も

参
加
が
可
能
な
西
穂
丸
山
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、

自
然
環
境
に
直
接
触
れ
、
日

常
生
活
で
は
味
わ
え
な
い
体

験
が
で
き
る
プ
ラ
ン
な
ど
を

設
定
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
漁

法
体
験
や
水
の
恵
み
を
感
じ

る
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
、
四
万
十

エ
リ
ア
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

プ
ラ
ン
や
、
美
し
い
海
岸
線

が
織
り
な
す
ジ
オ
サ
イ
ト
な

ど
南
紀
熊
野
な
ら
で
は
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
堪
能
す
る
プ
ラ
ン
も
設

定
し
て
い
る
。

　
団
体
旅
行
で
は
、
英
彦
山

で
の
山
伏
体
験
や
、
国
東
半

島
世
界
農
業
遺
産
と
別
府
伝

統
工
芸
美
を
訪
ね
る
旅
な
ど

を
用
意
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
株
式
会
社
人

生
は
上
々
だ
、
高
松
市
と
共

同
で
、
香
川
県
の
伝
統
工
芸

や
地
場
産
業
を
支
え
る
職
人

と
日
本
を
代
表
す
る
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
共
創
し
、
新
た
な

高
付
加
価
値
を
生
み
出
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
　
Ｒ
ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｘ
（
讃
岐
リ

ミ
ッ
ク
ス
）
３
」
を
玉
藻
公

園
（
高
松
城
跡
）
」
で

月

３
～

日
に
開
催
す
る
。
職

人
と
新
進
気
鋭
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
作
品
を
同
公
園
内
の

「
桜
の
馬
場
」
、
重
要
文
化

財「
披
雲
閣
」に
展
示
す
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
　
Ｒ
ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｘ
は
、
香
川
の
伝
統
工
芸

や
地
場
産
業
を
支
え
る
職
人

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
そ
の
感

性
や
ス
ト
ー
リ
ー
や
技
術
の

素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る
こ

と
で
職
人
文
化
を
盛
り
上
げ

る
「
職
人
フ
ェ
ス
」
。
２
０

２
１
年
度
、
年
度
に
続
き
、

今
年
が
３
回
目
の
開
催
と
な

る
。

　
作
品
の
展
示
に
加
え
、
期

間
中
は
お
笑
い
芸
人
や
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
と
も
に

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ

ョ
ー
も
開
催
す
る
。

　
全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
）
は
、
令
和
５
年
度

「
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
定

期
研
修
」
を

月

日
～


月

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、


月
７
日
に
東
京
都
内
で
開

催
す
る
。

　
平
成

年
１
月
に
改
正
さ

れ
た
旅
行
業
法
で
、
選
任
さ

れ
た
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者

は
、
そ
の
職
務
に
関
し
必
要

な
知
識
お
よ
び
能
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
５
年
ご
と
に

定
期
研
修
を
受
講
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
直
近
５
年
以
内
に

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

に
合
格
し
た
選
任
管
理
者

や
、
５
年
以
内
に
定
期
研
修

を
受
講
修
了
し
た
選
任
管
理

者
は
除
く
。

　
受
講
資
格
は
、
旅
行
業
者

や
旅
行
業
者
代
理
業
者
の
営

業
所
で
総
合
お
よ
び
国
内
の

旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
と
し

て
選
任
さ
れ
て
い
る
者
（
選

任
見
込
み
の
者
を
含
む
）
。

こ
れ
か
ら
旅
行
業
、
旅
行
業

代
理
業
の
登
録
を
取
得
予
定

の
場
合
は
、
現
在
時
点
で
登

録
申
請
中
の
事
業
者
に
従
事

す
る
者
で
、
行
政
庁
提
出
の

選
任
管
理
者
一
覧
表
に
記
載

し
た
者
と
し
て
い
る
。

　
受
講
料
は
１
人
・
１
万
２

千
円
。
加
え
て
、
事
務
手
数

料
３
０
０
円
が
か
か
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
定
員
は
７

０
０
人
。

月
７
日
の
東
京

は
千
代
田
区「
自
動
車
会
館
」

で
定
員
は

人
。

　
来
年
は
、
２
月

日
～
３

月

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
、
２

月
こ
ろ
に
東
京
都
内
と
大
阪

市
内
で
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

月
１
日

か
ら

月

日
ま
で
、
「
ち

ょ
こ
っ
と
関
西
歴
史
た
び

『
い
ま
こ
そ
行
き
た
い
奈
良

の
旅
』
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
す
る
。
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
奈
良
市
の
各

社
寺
や
史
跡
、
同
市
の
人
気

観
光
ス
ポ
ッ
ト「
な
ら
ま
ち
」

の
情
報
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
す
る
。

　
市
内
で
は
期
間
中
、
世
界

遺
産
登
録

周
年
記
念
企
画

と
し
て
「
世
界
遺
産
六
社
寺

共
通
拝
観
券
」
を
発
売
。
初

め
て
の
六
社
寺
共
通
拝
観
券

で
、
料
金
５
千
円
。

　
東
大
寺
（
大
仏
殿
）
、
興

福
寺
（
中
金
堂
）
、
春
日
大

社
（
大
宮
・
若
宮
御
本
殿
）

な
ど
の
夜
間
特
別
拝
観
企
画

「
秋
夜
の
奈
良
旅
　
２
０
２

３
」
が

月
の
毎
週
金
、
土

曜
に
開
催
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
２
０
１

３
年
春
か
ら
「
歴
史
を
知
る

と
散
策
が
さ
ら
に
楽
し
く
な

る
」
を
テ
ー
マ
に
四
季
ご
と

に
開
催
し
て
い
る
。

　
阪
急
交
通
社
は
７
日
、
国

内
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
の
動

向
を
発
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

が
落
ち
着
く
中
、
登
山
や
ハ

イ
キ
ン
グ
、
祭
り
、
花
火
を

テ
ー
マ
と
す
る
旅
の
予
約
が

好
調
だ
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
の
２
０
２
３
年
度
の
予

約
数
は

年
度
同
時
期
の
約

１
・
９
倍
と
な
る
な
ど
、
大

き
く
伸
長
し
て
い
る
と
い

う
。

　
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
は
出

発
日
当
日
ま
で
旅
の
目
的
や

テ
ー
マ
、
宿
泊
・
観
光
施
設

な
ど
が
参
加
者
に
明
か
さ
れ

な
い
旅
行
企
画
。
同
社
に
よ

る
と
、
①
（
観
光
経
済
新
聞

社
の
）
５
つ
星
の
宿
な
ど
、

グ
レ
ー
ド
の
高
い
宿
泊
施
設

の
需
要
が
拡
大
②
癒
や
し
、

美
食
、
非
日
常
な
ど
テ
ー
マ

が
多
様
化
③
リ
ゾ
ー
ト
や
離

島
の
ツ
ア
ー
は
依
然
人
気
が

高
い
―
が
ト
レ
ン
ド
。

　
商
品
を
み
る
と
、
東
京
駅

発
着
の
「
往
復
新
幹
線
グ
リ

ー
ン
車
利
用
　
味
覚
・
名
湯

・
秘
湯
を
愉
し
む
　
山
海
の

恵
み
　
癒
や
し
の
ミ
ス
テ
リ

ー
ツ
ア
ー
３
日
間
」
は
、


月

日
～

月

日
の
設
定

で
、
旅
行
代
金
は
５
万
９
９

０
０
円
。
こ
の
地
な
ら
で
は

の
こ
だ
わ
り
の
食
材
の
提
供

や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
観
光

し
、
１
泊
目
は
１
２
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
名
湯
の
宿
、

２
泊
目
は
５
つ
星
の
宿
な
ど

に
泊
ま
る
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
日
本
旅
行

は
、
通
常
、
京
都
―
関
西
空

港
間
を
運
行
す
る
ハ
ロ
ー
キ

テ
ィ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
特

急「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
は
る
か
」

を
貸
し
切
り
利
用
す
る
岡
山

県
へ
の
ツ
ア
ー
を
企
画
、


月

日
発
の
１
泊
２
日
で
催

行
す
る
。
通
常
運
行
と
は
異

な
る
区
間
の
走
行
を
体
験

後
、
岡
山
県
内
各
地
を
訪
ね

る
現
地
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

も
ら
う
。

　
添
乗
員
付
き
ツ
ア
ー
は
新

見
、
高
梁
、
玉
野
、
美
作
方

面
の
４
コ
ー
ス
。
新
見
方
面

で
は
祭
り
「
Ｆ
Ａ
Ｎ
２
０
２

３
」
や
「
縄
文
の
祭
典
」
を

見
学
、
参
加
。
岡
山
県
北
の

特
産
品
を
盛
り
込
ん
だ
特
製

弁
当
「
森
の
宝
箱
」
を
賞
味

し
て
も
ら
う
。

　
新
大
阪
駅
集
合
、
解
散
。

添
乗
員
が
付
か
な
い
フ
リ
ー

プ
ラ
ン
も
設
定
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
東

海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
北
陸

三
県
誘
客
促
進
連
携
協
議
会

と
連
携
し
、
北
陸
の
魅
力
を

訴
求
す
る
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ホ
ク
リ

ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を


月
１
日
か
ら
来
年
３
月

日

ま
で
実
施
す
る
。
こ
れ
ま
で

冬
期
に
行
っ
て
き
た
が
、
今

回
は
来
年

～

月
に
開
催

す
る
「
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
」
を
見
据
え
、
秋
冬
の

半
年
間
に
期
間
を
拡
大
。

「
『
美
観
』
『
美
食
』
『
美

技
（
び
わ
ざ
）
』
『
美
湯

（
び
と
う
）
』
『
美
心
（
び

ご
こ
ろ
）
』
の
５
つ
の
美
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

変
わ
ら
ぬ
古
き
良
き
魅
力
に

加
え
て
、
時
代
に
合
わ
せ
て

広
が
る
新
た
な
楽
し
み
方
を

提
案
し
て
い
く
。

　
美
観
で
は
、
雄
大
な
自
然

と
人
々
の
営
み
が
織
り
な

す
、
非
日
常
の
多
彩
な
光
景

に
触
れ
る
企
画
を
用
意
。
赤

や
黄
な
ど
に
染
ま
る
木
々
と

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
黒

部
川
の
景
観
を
堪
能
で
き
る

「
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
電

車
」
や
、
加
賀
百
万
石
の
シ

ン
ボ
ル
金
沢
城
公
園
を
舞
台

と
し
た
光
の
ア
ー
ト
展
「
チ

ー
ム
ラ
ボ
　
金
沢
城
　
光
の

祭
」
な
ど
を
設
定
し
た
。

　
美
食
は
、
北
陸
な
ら
で
は

の
山
海
の
恵
み
、
豊
か
さ
を

育
み
続
け
る
食
文
化
に
フ
ォ

ー
カ
ス
。
富
山
湾
の
地
魚
と

富
山
県
産
米
を
使
っ
た
「
富

山
湾
鮨
」
や
福
井
県
民
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
「
御
蕎
印
（
ご

き
ょ
う
い
ん
）
　
越
前
お
ろ

し
そ
ば
」な
ど
を
用
意
す
る
。

　
美
技
に
つ
い
て
は
、
伝
統

工
芸
の
盛
ん
な
北
陸
で
守
り

伝
え
ら
れ
て
い
る
技
を
体
感

で
き
る
企
画
を
提
供
。
立
体

的
で
躍
動
感
の
あ
る
「
井
波

彫
刻
」
の
彫
刻
師
か
ら
指
導

を
受
け
た
り
、
「
加
賀
伝
統

工
芸
村
　
ゆ
の
く
に
の
森
」

で
普
段
は
入
れ
な
い
「
黄
金

の
間
」
に
入
室
で
き
た
り
す

る
プ
ラ
ン
な
ど
を
設
定
し

た
。

　
美
湯
は
、
温
泉
と
ま
ち
歩

き
を
楽
し
め
る
、
「
宇
奈
月

温
泉
開
湯
１
０
０
周
年
　
宇

奈
月
・
く
ろ
べ
食
べ
歩
き
ク

ー
ポ
ン
」
や
「
あ
わ
ら
温
泉

開
湯
１
４
０
周
年
　
あ
わ
ら

温
泉
ラ
ン
チ
・
ス
イ
ー
ツ
め

ぐ
り
ク
ー
ポ
ン
」
な
ど
を
用

意
し
て
い
る
。

　
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心

を
触
れ
る
「
美
心
」
で
は
、

「
加
賀
橋
立
の
町
並
み
散

策
」
や
「
大
本
山
永
平
寺
　

坐
禅
体
験
」
な
ど
を
企
画
し

た
。

　
観
光
列
車
に
関
し
て
は
、

城
端
線
・
氷
見
線
観
光
列
車

「
ベ
ル
・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・

エ
・
メ
ー
ル
」
を
月
曜
に
も

運
転
す
る
ほ
か
、
七
尾
線
観

光
列
車
「
花
嫁
の
れ
ん
」
で

は
車
内
飲
食
を
新
た
な
秋
メ

ニ
ュ
ー
に
変
更
す
る
。


